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研究成果概要 
 
	 引き続き反νμビームデータの収集をおこなった。反ニュートリノビームデータの収

集は、オフアクシスビーム法を用いた長基線実験としては世界で初めて行われているも

のであり、今後のニュートリノＣＰ対称性の破れの解明のために欠かせないものである。

Ｊ‐ＰＡＲＣ加速器の運転経費等の問題もあり、平成 27年度はおよそ一ヶ月間しかビー
ムデータを収集できていないが（２０１５年末時点）、Ｔ２Ｋ実験の後置検出器であるス

ーパーカミオカンデ（ＳＫ）では、データ収集およびデータクオリティの徹底した監視

体制により、観測デッドタイムを１％程度に抑えることに成功した。 
	 ニュートリノ振動解析に関しては、２０１５年６月までに取得した 4.04e20 protons 
on target（POT）の反νμビームデータを用いて、反νμ消失現象測定を行った。測定
結果は、反νμが反ντに振動することによって期待される消失現象とよく合致してお

り、またνμ消失現象と反νμ消失現象それぞれの測定から得られる振動パラメータの

値に、有意な違いは見られなかった。また、同じデータを用いて反νe出現現象の探索を
行い、３個の候補事象を観測した。予測されるバックグラウンド事象数は１．８個であ

り、反νe出現現象の発見に至るにはまだまだデータ量が不足しているが、この結果はＴ
２Ｋ実験における最初の反νe出現探索の結果である。 
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